
立
春
か
ら
２
週
間
あ
ま
り
、

未
だ
肌
寒
い
２
月
19
日
（
日
）
、

永
澤
明
客
員
教
授
の
一
般
公

開
講
演
会
が
、
埼
玉
学
習
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
内

容
は
「
正
し
く
怖
が
る
」
シ

リ
ー
ズ
の
５
回
目
と
な
る
最

終
回
で
、
題
目
は
「
放
射
線

と
放
射
能
」
で
あ
る
。

永
澤
客
員
教
授
に
よ
れ
ば
、

福
島
の
原
子
力
発
電
所
の
事

故
以
後
、
十
分
な
知
識
が
な

い
ま
ま
で
放
射
線
や
放
射
能

に
関
す
る
必
要
な
、
あ
る
い

は
不
必
要
な
恐
怖
感
が
社
会

に
広
が
っ
て
い
る
。
し
か
し

実
際
に
は
、
日
常
生
活
に
お

い
て
も
、
周
囲
に
は
放
射
能

や
放
射
線
は
数
多
く
存
在
し

て
い
る
。
そ
れ
ら
の
放
射
能

や
放
射
線
は
ビ
ッ
グ
バ
ン
に

よ
っ
て
誕
生
し
た
原
子
に
、

宇
宙
が
込
め
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
発
露
で
あ
る
。

そ
れ
ら
に
、
ど
の
よ
う
に

向
き
合
っ
た
ら
良
い
の
か
を

考
え
、
正
し
く
怖
が
る
た
め

に
は
、
「
正
し
く
」
怖
が
る

た
め
の
基
礎
的
な
知
識
が
必

要
に
な
る
。
こ
の
講
演
に
よ
っ

て
、
そ
れ
ら
の
基
礎
的
な
知

識
を
得
て
欲
し
い
と
願
っ
て

い
る
と
の
事
だ
。

講
演
で
は
、
ま
ず
、
「
放

射
能
」
と
「
放
射
線
」
の
違

い
が
説
明
さ
れ
た
。
「
放
射

能
」
と
は
「
放
射
線
」

を
出
す
能
力
や
、
そ
の

能
力
を
持
つ
物
質
の
事

を
指
し
、
一
般
に
「
放

射
性
物
質
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
一
方
、
「
放

射
線
」
と
は
、
原
子
が

壊
れ
た
時
な
ど
に
発
す

る
目
に
見
え
な
い
電
磁

波
や
粒
子
で
、
非
常
に

高
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
っ

て
い
る
。
「
放
射
線
」

は
何
か
に
ぶ
つ
か
る
と
、
持
っ

て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
物
質

に
与
え
る
た
め
、
高
熱
が
生

じ
、
物
質
は
、
そ
の
熱
に
よ
っ

て
変
化
す
る
と
説
明
さ
れ
た
。

ド
ル
ト
ン
に
よ
る
原
子
の

存
在
の
発
見
、
キ
ュ
リ
ー
夫

妻
に
よ
る
原
子
か
ら
出
て
い

る
放
射
線
の
発
見
が
説
明
さ

れ
、
元
素
の
周
期
表
の
変
遷

な
ど
も
紹
介
さ
れ
た
。
現
在

は
、
そ
れ
ら
の
元
素
を
衝
突

さ
せ
る
事
で
新
た
な
元
素
が

誕
生
し
て
い
る
。
昨
年
、
日

本
の
理
化
学
研
究
所
に
よ
っ

て
新
た
に
発
見
さ
れ
た
元
素

が
「
ニ
ホ
ニ
ウ
ム
」
と
命
名

さ
れ
た
事
は
記
憶
に
新
し
い
。

人
工
的
に
誕
生
さ
せ
た
元

素
で
は
な
く
、
自
然
界
に
昔

か
ら
存
在
し
て
い
る
元
素
か

ら
も
放
射
線
は
放
た
れ
て
い

る
事
。
し
か
し
、
そ
の
放
射

線
は
時
間
と
共
に
減
ず
る
方

向
に
あ
る
事
。
福
島
の
原
発

事
故
で
話
題
に
上
っ
た
「
セ

シ
ウ
ム
」
に
は
137
と
134
の
２

種
類
が
あ
り
、
セ
シ
ウ
ム
134

は
す
で
に
半
減
し
て
い
る
事

等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
人
間
は
野
菜
や
果

物
を
食
べ
る
事
で
放
射
性
物

質
の
カ
リ
ウ
ム
を
摂
取
し
、

毎
日
体
内
被
曝
を
し
て
い
る
。

セ
シ
ウ
ム
は
土
の
表
面
に
留

ま
り
土
中
に
は
入
ら
ず
、
植

物
に
含
ま
れ
て
い
る
カ
リ
ウ

ム
に
代
わ
っ
て
植
物
に
吸
収

さ
れ
易
い
が
、
子
ど
も
の
場

合
は
、
体
内
か
ら
約
30
日
で

体
外
に
排
出
さ
れ
る
の
で
、

野
菜
や
果
物
な
ど
で
カ
リ
ウ

ム
を
積
極
的
に
摂
取
す
る
よ

う
に
と
い
う
注
意
も
あ
っ
た
。

８
階
講
堂
を
埋
め
尽
く
し

た
参
加
者
か
ら
は
、
終
了
後

も
熱
心
な
質
問
が
出
さ
れ
て

い
た
。

（
冬
木
）

平
成
28
年
度
学
位
記
授
与

式
、
卒
業
・
修
了
祝
賀
パ
ー

テ
ィ
が
左
記
の
と
お
り
開
催

さ
れ
ま
す

【
学
位
記
授
与
式
】

日
時
＝
平
成
29
年
３
月
25
日

（
土
）
11
時
～
12
時

場
所
＝
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
（
渋

谷
区
神
南
２
―
２
―
１
）

【
卒
業
・
修
了
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
】

日
時
＝
同
年
３
月
25
日
（
土
）

13
時
半
～
15
時
半

場
所
＝
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ル
ー

ム
（
ハ
イ
ア
ッ
ト
リ
ー
ジ
ェ

ン
シ
ー
東
京
・
地
下
１
階
）

全
国
の
卒
業
生
・
修
了
生

は
３
５
９
３
名
（
学
部
３
２

７
１
名
、
大
学
院
３
２
２
名
）

埼
玉
Ｓ
Ｃ
の
卒
業
生･

修

了
生
は
１
７
０
名
（
学
部･

１
５
５
名
、
大
学
院･

15
名
）
。

南
関
東
７
学
習
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

「
第
九
」
特
別
演
奏
会
が
左

記
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時
＝
平
成
29
年
３
月
26
日

（
日
）
14
時
～

場
所
＝
東
京
芸
術
大
学

奏
楽
堂

平
成
29
年
度
第
１
学
期
の

入
学
者
の
集
い
は
、
４
月
２

日
（
日
）
13
時
30
分
か
ら
埼

玉
学
習
セ
ン
タ
ー
８
階
講
堂

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

平
成
29
年
度
第
１
学
期
面

接
授
業
の
空
席
発
表
は
４
月

15
日
（
土
）
12
時
。
追
加
登

録
は
４
月
21
日
（
金
）
～
。
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学
生
新
聞

「
正
し
く
怖
が
る
」
最
終
回
を
聴
く

「
放
射
線
と
放
射
能
」
を
理
解
す
る

｢

正
し
く
怖
が
る
た
め
の
知
識
」
と
は

「
江
戸
東
京
三
大

祭
」

笹
原
誠
二

生
来
、
私
は
お
祭

り
が
大
好
き
で
、
あ

ち
こ
ち
に
出
か
け
て

は
、
そ
の
地
方
の
お

祭
り
を
見
て
楽
し
ん

で
い
る
。
今
最
も
関
心
が
あ

る
の
が
「
江
戸
東
京
三
大
祭
」

で
あ
る
。
神
田
明
神
の
「
神

田
祭
」
日
枝
神
社
の
「
山
王

祭
」
と
、
こ
こ
ま
で
は
誰
も

が
一
致
す
る
と
こ
ろ
だ
が
、

残
り
の
一
つ
を
富
岡
八
幡
宮

の
「
深
川
祭
」
だ
と
す
る
人

と
、
い
や
浅
草
の
「
三
社
祭
」

だ
と
い
う
人
に
分
か
れ
る
。

こ
の
浅
草
と
深
川
の
い
ず

れ
を
「
江
戸
東
京
三
大
祭
」

に
組
み
込
む
の
か
、
完
全
に

意
見
が
分
か
れ
る
。
神
輿
を

担
ぐ
時
の
掛
け
声
も
浅
草
の

三
社
祭
で
は
「
ソ
イ
ヤ
」
の

ほ
う
が
リ
ズ
ム
が
取
れ
て
景

気
よ
く
担
げ
る
し
、
力
も
入

り
易
い
と
い
う
意
見
に
対
し
、

深
川
の
方
は
正
統
派
の
神
輿

を
担
ぐ
掛
け
声
は
「
ソ
イ
ヤ
」

で
は
な
く
て
「
わ
っ
し
ょ
い
」

な
の
だ
と
反
論
す
る
。

深
川
祭
は
最
も
暑
さ
の
厳

し
い
８
月
中
旬
に
開
催
さ
れ
、

３
年
に
1
度
の
本
祭
り
に
は

１
２
０
基
あ
ま
り
の
町
内
神

輿
が
勢
揃
い
し
て
、
そ
の
光

景
は
ま
さ
に
圧
巻
ら
し
い
。

三
社
祭
は
神
田
祭
と
ほ
ぼ
同

時
期
の
５
月
中
旬
に
行
わ
れ
、

浅
草
の
住
民
が
こ
ぞ
っ
て
参

加
す
る
気
合
の
入
っ
た
勇
ま

し
い
祭
だ
。

三
社
祭
と
深
川
祭
で
は
、

掛
け
声
の
違
い
だ
け
で
な
く
、

そ
の
担
ぎ
手
た
ち
の
ス
タ
イ

ル
が
三
社
の
ほ
う
は
半
纏
の

下
に
股
引
姿
が
多
く
、
深
川

の
方
は
半
ダ
コ
ス
タ
イ
ル
と

違
っ
て
い
る
の
が
興
味
深
い
。

い
ず
れ
が
良
い
か
は
、
人
そ

れ
ぞ
れ
の
好
み
の
違
い
で
あ

ろ
う
。

で
き
る
こ
と
な
ら
、
「
三

大
祭
」
と
呼
称
を
限
定
し
な

い
で
、
ど
ち
ら
も
そ
の
伝
統

と
独
特
の
ス
タ
イ
ル
を
守
り

続
け
て
ほ
し
い
と
私
は
思
う
。

学生手帳

平
成
29
年
３
月
卒
業
の
皆
様
、
卒
業

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

埼
玉
の
学
部
卒
業
生
１
５
５
名
、
大

学
院
生
15
名
。
入
学
の
動
機
は
其
々
の

事
と
思
い
ま
す
が
、
卒
業
に
は
ま
た
一

方
な
ら
ず
の
感
慨
を
抱
か
れ
た
事
と
存

じ
ま
す
。
卒
業
ま
で
の
勉
学
の
ご
苦
労

に
対
し
て
心
か
ら
敬
意
を
表
し
、
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
の
卒
業
懇
親

会
に
埼
玉
同
窓
会
副
会
長
・
鈴
木
さ
と

み
さ
ん
の
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
演
奏
が
行
わ

れ
ま
す
。
埼
玉
フ
ェ
ス
タ
で
２
年
間
、

演
奏
し
て
頂
き
ま
し
た
が
、
今
回
本
部

か
ら
の
お
声
が
掛
か
り
ま
し
た
。
連
絡

が
遅
れ
ま
し
た
が
、
出
席
の
方
は
楽
し

い
一
時
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

平
成
29
年
４
月
ご
入
学
の
皆
様
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
へ
の
入
学
生
は
、

学
部
と
大
学
院
を
合
わ
せ
て
３
月
13
日

現
在
、
９
２
３
名
。
「
生
涯
学
習
社
会
」

の
出
発
点
と
捉
え
る
方
、
新
た
な
勉
学

の
場
と
捉
え
る
方
々
も
、
こ
の
埼
玉
学

習
セ
ン
タ
ー
に
集
い
、
「
サ
ー
ク
ル
お

お
み
や
」
「
パ
ソ
コ
ン
サ
ー
ク
ル
（C

o

m
p
a
s
s

）
」
「
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
ク
ラ

ブ
」
「
江
戸
時
代
の
古
文
書
を
読
む
会
」

「
埼
玉
英
語
倶
楽
部
」
「
熟
年
会
」

「
健
康
体
操
研
究
会
」
「
ラ
ル
ゴ
体
ほ

ぐ
し
の
会
」
「
未
来
の
会
」
「
朗
読
の

会
《
こ
こ
ろ
》
」
「
バ
ラ
ン
ス
体
操

“
悠
々
”
」
な
ど
多
く
の
ク
ラ
ブ
に
入

部
し
、
大
勢
の
仲
間
と
交
流
を
深
め
、

共
に
生
き
が
い
の
あ
る
楽
し
い
キ
ャ
ン

パ
ス
ラ
イ
フ
を
享
受
し
て
下
さ
い
。

勉
強
に
仕
事
に
時
間
の
遣
り
繰
り
に

大
変
の
事
で
し
ょ
う
が
、
是
非
と
も
ク

ラ
ブ
活
動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
下
さ
い
。

重
ね
て
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
28
年
度

学
位
記
授
与
式
と

卒
業･

修
了

祝
賀
パ
ー
テ
ィ
開
催

卒
業
・
入
学
お
め
で
と
う

埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
代
表

嶋
﨑
洋
明

学
生
新
聞
の
今
号
が
皆
さ
ま
の
目
に

触
れ
る
こ
ろ
は
、
春
爛
漫
の
季
節
が
目

前
に
迫
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

３
月
25
日
に
は
学
位
記
授
与
式
が
あ

り
、
そ
の
翌
日
に
は
、
放
送
大
学
の
総

力
を
結
集
し
て
企
画
実
施
さ
れ
た
「
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
第
九
交
響
曲
演
奏
会
」
が

催
さ
れ
ま
す
。

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
所
属
の
学
生
で

ご
卒
業
に
な
り
ま
す
学
部
卒
業
生
、
修

士
課
程
修
了
生
の
皆
さ
ま
、
誠
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
わ
れ
ら
が
大
学

歌
の
歌
詞
に
も
謳
わ
れ
て
い
ま
す
よ
う

に
、
世
界
や
社
会
や
自
然
を
学
ぶ
こ
と

は
自
分
を
豊
か
に
し
て
く
れ
ま
す
。
ま

さ
に
そ
こ
に
生
涯
学
習
の
意
義
と
目
標

が
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ま
が

こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
人
生
を
豊
か
に

な
さ
る
努
力
を
重
ね
ら
れ
ま
す
よ
う
、

私
も
応
援
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

他
方
４
月
か
ら
私
ど
も
の
学
習
セ
ン

タ
ー
の
仲
間
に
加
わ
っ
て
く
だ
さ
い
ま

す
学
生
の
皆
さ
ま
、
ご
入
学
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
っ
た
く
新
た
に
入

学
な
さ
っ
た
方
々
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
し
、
ま
た
（
何
度
目
か
の
）
再
入
学

の
方
々
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

い
ず
れ
の
皆
さ
ま
も
、
新
入
学
と
い
う

の
は
気
持
ち
も
改
ま
っ
て
、
背
筋
が
伸

び
る
思
い
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。

機
会
が
あ
り
ま
す
ご
と
に
申
し
上
げ

て
い
る
こ
と
で
す
が
、
わ
れ
ら
が
埼
玉

学
習
セ
ン
タ
ー
は
ア
ク
セ
ス
の
利
便
性

と
床
面
積
の
広
さ
の
点
で
、
全
国
で
も

有
数
の
恵
ま
れ
た
条
件
に
あ
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
面
接
授
業
に
、
サ
ロ
ン
に
、
公

開
講
演
会
に
、
図
書
室
等
で
の
勉
学
に
、

サ
ー
ク
ル
活
動
に
、
学
生
間
の
交
流
の

場
に
と
、
多
面
的
な
活
用
を
な
さ
っ
て

く
だ
さ
い
ま
せ
。

皆
さ
ま
の
心
に
宿
る
学
び
の
種
が
花

開
き
、
果
実
と
し
て
実
り
ま
す
よ
う
に

願
っ
て
お
り
ま
す
。

春

の

季

節

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長

渋
谷
治
美

「サロンしぶや」では、『クラシック音

楽の魅力』というテーマのもと、1年間を

かけて､所長の渋谷先生が様々なクラシッ

ク音楽を紹介してくださっています。

このサロンで紹介される曲は､フルオー

ケストラの交響曲やピアノ曲のようにクラ

シックとして認知度が高いものだけではな

く､歌曲､室内楽､宗教曲､オペラと幅広いで

す。先生が長年聴いてこられた数々の名演

奏のなかから選りすぐりの何枚かのCDを皆

で鑑賞し､どう感じたかなどを語り合うひ

と時です。参加メンバーの中には､とても

クラシックに詳しくて先生と議論を交わせ

る方から､私のように全くの初心者まで､幅

広くいます。「この盤より別の指揮者のCD

の方が好き」｢この作曲家なら､この曲より

あちらの曲の方の世界観が好き」などと､

話題が盛り上がることもあります。小学生

の時から歌っていらしたという先生の生歌

声を聞かせていただく機会も！オペラの回

では､ヨハン・シュトラウス２世の『こう

もり』の中の一曲が紹介されたのですが､

後にその曲は渋谷先生が歌われたものであ

る事が判り､会場は大いに沸きました。

作曲家の生涯や実情などで､より理解が

深まるお話も沢山聞く事ができます。キリ

スト教の影響や近代西欧の社会事情を知ら

なければ､同じ曲を聴いても全然違う曲に

聴こえます。例えば､バッハのマタイ受難

曲。バッハは教会のオルガニストで､毎週

日曜日のミサのための曲を作曲し､次々と

使い捨てにする､といった日常の中から数々

の名曲が生まれてきたという事実に驚嘆し

ました。マタイ受難曲は作曲当時､教会関

係者のみが演奏をしていて、演奏者たちの

能力不足にバッハは「もう少し演奏が上手

ならば…」と嘆いていたそうです。また、

シューベルトは、31歳で亡くなる迄に数千

曲を作曲し､精力的に音楽活動をする一方、

「死と乙女｣などのキリスト教社会におい

てはタブーに触れる題材を取り上げたり､

孤独で病がちな人生を嘆きつつも､死の２

か月前に３曲のピアノソナタを完成させた

等のエピソードを教えて頂きました。その

ような背景を知る前と知った後では、曲に

向き合う思いも自ずから変わってきます。

作曲家たちの人間的な側面に触れ､より身

近に音楽を感じる事ができるようになった

ことは､一生の財産です。

様々な折に、渋谷先生と一つ一つの曲を

つなぐ束のようなものが垣間見える時があ

ります。それは「人間への興味」ではない

かと感じています。曲や声の美しさ､素晴

らしさといった人間賛歌という側面と､作

曲者が曲を作らねばならない動機に潜む人

間臭さ。音楽はそれらをつなぐ架け橋にな

ることができるのだという事を､一年かけ

て教えて頂いた気がします。欺瞞や嘘にす

がらないと生きていけないのが人間である､

というカントの言葉を先生が紹介しておら

れました。すがりきることができず、不安

を感じ、疑い、裏切り、悲しむ―その時の

葛藤が音を通して伝わってきます。「表現

する」作曲家や演奏者と､「それを受け取

る」私たち。受け取る側として、もっとア

ンテナをのばし、自分の中身を豊かなもの

にしていきたいと思います。

｢サロンしぶや」と
クラシック音楽の魅力

青木惣子

春
の
入
学
者
の
集
い

面
接
授
業
の
空
席
発
表

南
関
東
７
学
習
セ
ン
タ
ー

の
特
別
演
奏
会
♪

◎
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

「
第
九
」
を
歌
う



平
成
29
年
度
４
月
か
ら
学

習
セ
ン
タ
ー
内
の
施
設
名
称

が
左
記
の
と
お
り
変
更
と
な

り
ま
す
。

＊
物
理･

工
学
実
験
室

→

第
６
講
義
室

＊
生
物･

化
学
実
験
室

→

実
験
室

＊
講
堂
Ａ

→

多
目
的
室

平
成
28
年
度
第
２
学
期
生

涯
学
習
奨
励
賞
の
授
与
式
が

３
月
18
日
（
土
）
11
時
か
ら

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
８
階
講

堂
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

《
生
涯
学
習
奨
励
賞
受
賞
者
》

（
敬
称
略
）

・
金
剛
賞

森
川
玲
子

・
金
賞

吉
澤
弘
子

・
銀
賞

榊
原
敏
子

平
野
ひ
ろ
子

・
銅
賞

小
峯
哲
雄

秦
野

努

島
方
厳
子

江
原
啓
子

長
谷
川
晶
一

山
崎
武
昭

長
谷
川

勝

★
3
月
24
日
（
金
）

総
会
＝
13
時
よ
り

＊
来
年
度
の
活
動
方
針
・

役
員
体
制
、
決
算
報
告
・

予
算
等
を
審
議

★
毎
月
２
～
３
回
・
金
曜
日

10
時
～
15
時
or
17
時

場
所
＝
主
に
第
１
講
義
室

4
月
７
日
、
21
日
、
28
日

★
３
月
28
日
（
火
）

★
3
月
24
（
金
）
25
日
（
土
）

研
修
旅
行
＝
栃
木
県
立
文

書
館

★
３
月
25
日
（
土
）
８
階

★
３
月
24
日
、
３
月
31
日

い
ず
れ
も
金
曜
日

★
毎
週
木
曜
の
午
前
・
午
後

★
毎
週
火
曜
の
午
前
・
午
後

★
毎
週
火
曜
日

10
時
半
～
12
時
８
Ｆ
講
堂

★
定
例
会
＆
勉
強
会
＝
毎
月

第
２
火
曜
日

★
３
月
下
旬
＝
お
花
見

開
花
状
況
な
ど
で
決
定

★
パ
ソ
コ
ン
楽
習
会
＝

第
２
以
外
の
火
曜
日

★
映
画
鑑
賞
会
＝
月
１
回

長
い
間
「
学
生
新
聞
」
に

「
世
界
遺
産
」
に
関
す
る
記

事
を
書
い
て
下
さ
っ
た
荒
川

良
雄
さ
ん
が
、
実
は
、
昨
年

の
10
月
に
鬼
籍
に
入
ら
れ
て

い
た
事
が
判
り
ま
し
た
。
編

集
委
員
一
同
、
快
復
を
祈
っ

て
お
り
ま
し
た
が
、
本
当
に

残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
ご
冥

福
を
お
祈
り
し
ま
す
。
（
冬
）

第４９号 学 生 新 聞 平成２９年３月１７日2

面
接
授
業
の
【
「
葉
隠
」
と
武
士
の

生
】
を
受
講
す
る
に
当
た
り
、
予
備
知

識
に
と
思
っ
て
手
元
に
あ
っ
た
「
ヘ
タ

な
人
生
論
よ
り
葉
隠
」
（
作
者
、
本
田

有
明
）
と
い
う
本
を
読
み
始
め
た
。

「
葉
隠
」
は
江
戸
の
中
期
、
佐
賀
鍋
島

藩
の
田
代
陣
基
（
ツ
ラ
モ
ト
）
が
質
問

者
と
な
り
、
先
輩
の
山
本
常
朝
（
ツ
ネ

ト
モ
）
か
ら
話
を
聞
き
だ
し
、
小
山
信

就
（
シ
ン
ジ
ュ
ウ
）
が
書
き
取
っ
た
も

の
で
あ
る
。
藩
祖
直
茂
（
ナ
オ
シ
ゲ
）

公
と
初
代
勝
茂
（
カ
ツ
シ
ゲ
）
公
の
教

え
を
七
年
程
か
け
て
整
理
し
、
書
き
残

し
た
膨
大
な
書
物
で
あ
る
。
武
士
道
の

あ
る
べ
き
姿
を
示
し
、
お
家
の
安
泰
を

如
何
に
図
る
べ
き
か
が
書
か
れ
て
い
る
。

こ
の
本
の
著
者
、
本
田
有
明
は
経
営

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
、
現
代
の
人
た
ち

が
読
ん
で
分
か
り
易
い
よ
う
に
解
説
し

て
い
る
。
冒
頭
の
言
葉
に
「
武
士
道
と

は
死
ぬ
事
と
見
つ
け
た
り
」
は
あ
ま
り

に
有
名
で
あ
る
。
太
平
洋
戦
争
中
は

「
葉
隠
」
が
も
て
は
や
さ
れ
た
。
戦
争

に
勝
つ
た
め
に
国
の
犠
牲
に
な
る
気
持

ち
が
尊
ば
れ
た
。
ま
た
、
戦
後
は
一
転

し
て
見
向
き
も
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
時

代
の
移
り
変
わ
り
で
受
け
止
め
方
が
異

な
る
歴
史
を
辿
っ
て
き
た
が
、
読
ん
で

み
る
と
そ
れ
ほ
ど
単
純
な
教
え
で
な
い

こ
と
が
分
か
る
。
戦
後
七
〇
年
経
っ
て

最
近
よ
う
や
く
「
葉
隠
」
が
見
直
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
人
は
必
ず
死

ぬ
、
死
ぬ
た
め
に
は
一
日
一
日
を
懸
命

に
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
教

え
を
学
ぼ
う
と
す
る
気
運
が
生
ま
れ
て

き
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

し
か
し
、
読
み
進
む
と
「
〇
〇
す
る

べ
き
…
…
」
と
い
う
教
え
の
羅
列
が
多

く
、
ど
れ
も
こ
れ
も
も
っ
と
も
す
ぎ
て
、

少
々
退
屈
に
な
っ
て
き
た
。
続
け
て
読

む
か
、
途
中
で
止
め
る
か
と
思
い
始
め

た
時
に
忠
臣
蔵
の
話
が
出
て
き
た
。

忠
臣
蔵
は
大
石
内
蔵
助
を
中
心
に
し

て
、
四
十
七
人
の
浪
士
が
事
件
の
一
年

半
後
、
主
君
浅
野
内
匠
頭
の
敵
（
カ
タ

キ
）
吉
良
上
野
介
を
見
事
討
ち
取
っ
た

美
談
と
さ
れ
て
い
る
が
、
常
朝
は
異
議

を
唱
え
て
い
る
。

一
、
吉
良
上
野
介
を
討
ち
取
る
の
に
時

間
が
か
か
り
過
ぎ
て
い
る
。
二
、
も
し

老
人
の
吉
良
が
討
ち
入
り
前
に
死
ん
で

し
ま
っ
て
い
た
ら
台
無
し
だ
っ
た
。
三
、

見
事
討
ち
取
っ
た
は
い
い
が
、
全
員
泉

岳
寺
で
切
腹
す
る
べ
き
だ
っ
た
。
裁
き

を
受
け
て
の
切
腹
で
は
減
点
で
あ
る
。

な
ど
と
書
い
て
い
る
。
単
な
る
批
判

で
は
な
く
一
理
あ
る
話
で
あ
る
。

世
は
元
禄
、
五
代
将
軍
綱
吉
の
時
代
、

関
ヶ
原
の
合
戦
か
ら
百
年
経
っ
て
、
戦

の
無
く
な
っ
た
泰
平
の
時
代
、
ぬ
る
ま

湯
に
つ
か
っ
た
平
和
な
時
代
で
あ
る
。

今
か
ら
三
百
年
前
を
想
像
し
て
み
た
い
。

生
類
憐
れ
み
の
令
に
反
発
す
る
庶
民
感

情
の
漂
う
中
、
忠
臣
蔵
の
事
件
が
起
こ
っ

て
幕
府
の
片
手
落
ち
の
裁
き
に
納
得
で

き
な
い
庶
民
は
喝
采
を
叫
ん
だ
。
そ
の

よ
う
な
状
況
下
で
「
ち
ょ
っ
と
待
っ
た
、

私
は
こ
う
思
う
」
と
常
朝
が
言
っ
た
。

事
件
後
、
十
年
位
し
か
経
っ
て
い
な
い
。

命
が
け
の
発
言
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
見
方
を
変
え
た
少
数
意
見
な
ら
面
白

い
。
読
み
続
け
る
こ
と
に
し
た
。

常
朝
は
「
葉
隠
」
を
書
き
終
わ
っ
た

時
、
「
君
た
ち
に
話
し
た
こ
と
は
お
家

の
安
泰
を
思
っ
て
話
し
た
こ
と
で
あ
る
。

決
し
て
他
言
し
て
は
な
ら
な
い
。
世
の

中
に
誤
解
を
与
え
、
逆
に
お
家
の
た
め

に
悪
い
影
響
が
生
じ
る
か
も
知
れ
な
い
。

書
い
た
も
の
は
全
て
焼
き
捨
て
よ
」
と

ま
で
言
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
意
に
反
し
、
い
つ
の
間
に

か
話
は
常
朝
の
死
後
も
幾
種
類
に
も
書

き
写
さ
れ
て
、
後
世
に
伝
わ
っ
て
い
る
。

如
何
に
イ
ン
パ
ク
ト
が
大
き
か
っ
た
か

が
分
か
る
。

面
接
授
業
の
講
師
は
上
野
太
祐
（
タ

イ
ス
ケ
）
先
生
、
若
手
の
研
究
者
で
声

が
大
き
く
、
ゆ
っ
く
り
め
の
語
り
口
、

な
る
ほ
ど
と
納
得
さ
せ
る
説
明
は
素
晴

ら
し
か
っ
た
。
初
日
は
名
調
子
の
講
義

で
満
足
し
た
。
次
回
の
講
義
を
期
待
し

て
い
た
が
、
セ
ン
タ
ー
の
事
務
局
か
ら

連
絡
が
あ
り
、
講
師
が
急
病
と
な
っ
て

閉
講
に
し
ま
す
と
の
こ
と
…
…
。
忠
臣

蔵
に
辿
り
着
く
前
の
閉
講
と
は
少
々
残

念
だ
が
、
二
九
年
下
期
に
再
び
チ
ャ
ン

ス
が
あ
る
と
思
う
。
合
計
三
回
、
あ
の

名
調
子
が
聴
け
る
と
思
え
ば
、
何
か
得

を
し
た
気
持
ち
に
な
っ
た
。

サ
ー
ク
ル
案
内

サ
ー
ク
ル

お
お
み
や

江
戸
時
代
の

古
文
書
を
読
む
会

熟

年

会

健
康
体
操
研
究
会

編
集
後
記

東日本大震災から６年目を迎えました。ご

遺族は、かけがえのない命の尊さに思いを募

らせていらっしゃることと思います。大きな

被害のあった岩手県陸前高田市の復興は、ま

だまだ道半ばとのことです。

震災復興をテーマに、大震災のあった年（2

011年）の４月入学生と共に創り上げたオペレッ

タ３部作（稲村の火 希望の木 ハナミズキ

のみち）の制作・発表の様子と、それを支え

る５Ｓ活動（整理・整頓・清掃・清潔・躾）

を指導した野畑昭徳氏（放送大学大学院生・

中学校教諭）が映像で報告しました。また、

中学生が創った布芝居『ハナミズキのみち』

を中学生が持ち、学校図書館司書の藤本氏が

朗読してくださいました。参会者は布芝居の

世界に入り、会場は静まり返りました。

交流会では、絵本『ハナミズキのみち』の

作者・浅沼ミキ子氏（陸前高田市から参加）

が、絵本に込めた思いや復興の現状を話して

くださいました。そして、オペレッタ制作に

当たって演出等で協力してくださった福井克

明氏（声楽家）が、自ら曲をつけた『歌・ハ

ナミズキのみち』を独唱してくださいました。

陸前高田市ご出身の埼玉学習センター前所長：

菅野峰明先生が、震災前の美しい景観と震災

後の市街地の様子、復興の現状を現地の写真

と共に語ってくださいました。震災をテーマ

に描いた日本画２部作を、さいたま市在住の

日本画家・石原進氏が、画家としての使命と

思い心を込めて描いたと紹介してくださいま

した。

当日いただいたアンケートの一部を紹介し

ます。

＊ 中学生にとって非常に心に残る体験になっ

たと思います。まさに生きた授業だと感じま

した。大変素敵な映像を見せていただきまし

た。

＊ あれから６年が経過し、震災の記憶も薄

れがちな首都圏に住む人間にとって、あの日

を再び胸に刻む良い機会を得られたと思いま

す。東北頑張れ、陸前高田頑張れと呼び掛け

たいと思いました。埼玉の地から発信された

ことが更に感動です。

７４名の参会された皆様が、命の尊さ・防

災教育・震災復興に思いを一つにした意義深

い交流会となりました。皆様のご協力に感謝

申し上げます。

学生主催の交流企画

『３･１１を語る・伝える』
むぎの会 福盛田惠子

囲
碁
専
科

天
気
図
の
ゆ
る
や
か
な
線
春
き
ざ
す

安
代

茂
吉
忌
の
一
筆
の
朱
の
達
磨
か
な

と
く
江

青
墨
の
滲
み
ふ
く
ら
む
雨
水
か
な

光
娥

磐
座
の
岩
根
し
ま
け
り
初
雲
雀

十
詩

さ
よ
な
ら
と
記
す
恋
文
春
の
雪

明
美

柔
ら
か
に
空
を
掴
め
る
官
女
雛

由
美

荒
涼
の
一
語
と
け
だ
す
流
氷
期

順

畦
道
に
せ
せ
ら
ぎ
の
音
春
祭
り

博
子

庭
先
の
笊
に
一
盛
ふ
き
の
た
う

厚
子

亀
鳴
く
や
ぼ
ろ
繕
ひ
の
昨
日
今
日

八
重
子

日
を
か
づ
く
青
き
富
士
の
峰
雨
水
か
な

功

（
見
学
歓
迎

第
２
木
曜
日

午
後

９
階
第
５
講
義
室
）

朗
読
の
会
「
こ
こ
ろ
」

俳

句
（
つ
み
草
）

銀
色
の
日
々

大
西

亮

「
『
葉
隠
』
を
読
む
」

投稿コーナー

施
設
の
名
称
変
更

荒
川
さ
ん
に
初
め
て
お
会

い
し
た
の
は
、
第
二
回
フ
エ

ス
タ
会
場
で
準
備
作
業
の
お

手
伝
い
を
し
た
と
き
で
す
。

近
づ
き
難
い
威
厳
の
様
な
も

の
が
あ
り
、
緊
張
し
ま
し
た
。

そ
れ
以
来
、
そ
の
人
柄
に
惹

か
れ
、
何
か
会
議
が
あ
り
荒

川
さ
ん
が
出
席
さ
れ
て
い
て
、

隣
席
が
空
い
て
い
る
と
き
は
、

よ
く
横
に
座
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

荒
川
さ
ん
は
、
い
つ
も

「
お
！
元
気
」
と
応
じ
て
迎

え
て
く
れ
、
私
に
と
っ
て
荒

川
さ
ん
は
「
情
の
あ
る
古
武

士
」
の
様
な
人
で
し
た
。
何

に
つ
い
て
も
関
心
の
あ
る
も

の
は
勉
強
実
践
さ
れ
、
世
相

や
諸
事
の
会
話
も
、
荒
川
さ

ん
な
ら
で
は
の
把
握
と
切
り

口
が
あ
り
、
惹
か
れ
納
得
し

ま
し
た
。

私
も
、
近
々
八
十
一
才
で

す
。
私
が
放
送
大
学
に
在
学

の
間
は
、
も
う
少
し
荒
川
さ

ん
の
横
に
座
わ
り
、
い
ろ
ん

な
話
を
聞
か
せ
て
頂
き
た
か
っ

た
。
こ
の
思
い
が
消
え
ま
せ

ん
。心

か
ら
合
掌
で
す
。

荒
川
良
雄
さ
ん
を
偲
ぶ

西
原

稔

バ
ラ
ン
ス
体
操
“
悠
悠
”

英

語

倶

楽

部

ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
倶
楽
部

平
成
28
年
度
第
２
学
期

生
涯
学
習
奨
励
賞

授
与
式

昨
年
の
９
月
末
日
、
あ
い

に
く
の
曇
り
空
の
中
、
私
は

東
日
本
大
震
災
が
起
き
た
宮

城
県
鮎
川
港
を
訪
れ
ま
し
た
。

初
日
は
港
か
ら
船
で
20
分

の
所
に
あ
る
信
仰
の
島
「
金

華
山
に
あ
る
黄
金
山
神
社
」

に
向
か
い
ま
し
た
。
島
で
は

野
生
の
シ
カ
が
出
迎
え
て
く

れ
ま
し
た
が
、
津
波
の
恐
ろ

し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
崩
れ
た

岸
壁
、
倒
さ
れ
た
大
木
な
ど

を
目
に
し
、
一
日
も
早
い
復

興
を
祈
願
し
ま
し
た
。

２
日
目
は
市
内
を
見
学
し

ま
し
た
。
バ
ス
の
窓
か
ら
鉄

骨
む
き
出
し
の
防
災
庁
舎
が

見
え
た
時
、
震
災
直
後
の
ニ
ュ
ー

ス
映
像
が
蘇
り
ま
し
た
。
こ

の
地
域
で
は
役
場
や
病
院
、

警
察
な
ど
の
重
要
機
関
ま
で

が
津
波
で
流
さ
れ
、
甚
大
な

被
害
が
あ
っ
た
所
で
し
た
。

現
在
は
盛
り
土
が
整
然
と
並

べ
ら
れ
る
な
ど
復
興
が
進
ん

で
い
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ

完
全
な
復
興
と
は
言
え
な
い

現
状
が
穏
や
か
な
海
と
共
に

広
が
り
、
複
雑
な
光
景
を
目

の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
宿
泊
す
る
ホ
テ

ル
に
到
着
す
る
と
、
出
迎
え

て
く
れ
る
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様

の
お
も
て
な
し
に
私
の
方
が

元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。
ロ

ビ
ー
に
は
震
災
当
時
の
写
真

や
、
当
時
寝
泊
り
を
し
て
い

た
町
民
の
方
々
か
ら
の
寄
せ

書
き
が
壁
一
面
に
広
が
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
中
に
、
こ

の
ホ
テ
ル
の
女
将
さ
ん
を
取

材
し
た
記
事
が
あ
り
、
と
て

も
感
動
し
ま
し
た
。
女
将
さ

ん
は
こ
の
震
災
を
「
千
年
に

一
度
の
災
害
は
、
千
年
に
一

度
の
学
び
の
場
」
と
話
さ
れ

て
い
て
、
多
く
の
町
民
の
方
々

と
前
向
き
に
過
ご
さ
れ
た
１

８
０
日
間
の
記
録
が
掲
示
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
先
ほ
ど
の

ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
の
笑
顔
の

背
景
に
あ
る
も
の
を
深
く
感

じ
ま
し
た
。

３
日
目
に
は
、
震
災
当
時

不
通
に
な
っ
て
い
た
三
陸
鉄

道
に
乗
車
し
ま
し
た
。
た
ま

た
ま
隣
に
座
ら
れ
た
女
性
か

ら
「
５
年
前
の
あ
の
日
、
地

震
が
起
こ
る
前
に
三
陸
鉄
道

を
下
車
し
た
か
ら
自
分
は
助

か
っ
た
」
と
い
う
話
を
伺
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
女

性
も
「
お
互
い
が
ん
ば
っ
ぺ
、

ま
た
来
て
く
ら
ん
し
ょ
」
と

笑
顔
で
電
車
を
降
り
て
い
か

れ
ま
し
た
。

３
日
間
と
い
う
短
い
旅
行

で
し
た
が
、
被
災
の
爪
痕
を

目
の
当
た
り
に
し
て
心
が
痛

み
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
こ

に
は
そ
れ
を
乗
り
越
え
た
人
々

の
多
く
の
「
笑
顔
」
が
あ
る

事
も
わ
か
り
ま
し
た
。
改
め

て
、
１
日
も
早
い
復
興
を
願

う
と
共
に
、
自
分
自
身
も
、

毎
日
を
「
笑
顔
」
で
過
ご
そ

う
と
決
意
で
き
た
南
三
陸
の

旅
に
な
り
ま
し
た
。
お
会
い

で
き
た
す
べ
て
の
人
々
に
感

謝
し
ま
す
。

南
三
陸
で

出
会
っ
た
笑
顔

佐
藤
マ
サ
子


